





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































A good deal has been said about the influence on Waley's poetry of 
Pound, Eliot, and especially Gerard Manley Hopkins. I doubt 
whether it was important. In his reaction against the conventions of 
rhyme and the iambic he belonged to the general trend of post-war 
poetry ; and his discovery of the flexible use of stress in lines of 
unequal length came before he had ever read Hopkins or heard of 
'sprung rhyihm'. As Mr. Roy Fuller has written, 
It is quite clear that Waley's work would have emerged, and in more or 
less the same form, had Hopkins, Pound, and Eliot never existed. The 
varying length and accents of his line, its general avoidance of the 
iambic but occasional delicate lapse into it - such things are of great 
interest ; but the unique clarity and ironic tone are vital too. How far 
do these come from the original ? Waley himself has said that he 
made his sympathy with Chinese verse appear more close by choosing 
poems to translate that echoed his own cast of mind56). 
J. M. ' ~7-~/~~~ ~7 *4 *J - ) sprung rhyihm ~~~h･ j~ y ~OD ~ ~) ~ ~~~1i 
His metrical practice, so he states, is based on G. M. Hopkins's 
theories of <sprung rhyihm'. But in no sense does he owe any debt to 
the Jesuit father's practice. ... Dr. Waley uses <sprung rhythm', 
therefore, in a far less emotionally congested way than did the 
discoverer of that medium. To him it is as natural a measure as 
blank verse, and one that has the advantage of being free from 19th 
-century associations57). 
~ f,_･-~ ~ )~L~~ ~1~ ~~ - )/~C~i~O L~ . 
CcD~~i+11~~:~)~it~F~~~~~7 * - ~ -q) r;~ 7'~ ~/P' ' Ij ;Z:'~J V~~h. ~f~~l 
7~oD~~~;~~C~!_~ ~ C ;~ t~: 1~ ~ ~f~ L C ~) ~) o:) ~c~~ ~ ~i~~ U t,_･･~ '58) 
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と述べ、同じ論文の冒頭において、ウェイリーの詩法がむしろコウルリッジ
の『クリスタベル』の序文で論じられているものに近いと言っている。『クリ
スタベル』の序文とは次の様たものである。
I　have　on1y　to　add　that　the　metre　of　Christabe1is　mt，proper1y
speaking，irrcgωar，though　it　may　seem　so　from　its　being　fomded　on
a　new　princip1e：name1y，that　of　counting　in　each1ine　the　accents，not
the　sy11ab1es．Though　the1atter　may　vary　from　seven　to　twe1ve，yet
in　each1ine　the　accents　wm　be　fomd　to　be　on1y　four．Neverthe－ess，
this　occasiona1variation　in　nひm㎞r　of　sy1Iab1es　is　mt　introduced
wantonIy，or　for　the　me肥ends　of　convenience，but　in　corresponden㏄
with　some　transition　in　the　nature　of　the　imagery　or　passion59〕．
コウルリッジのいう強勢のみを数える方法は、確かにウェイリーの述べると
ころでもある。
This　was：to　have　one　stress　to　each　Chinese　synabIe．　The　stressed
sy11ab1es　coωd　come　side　by　side，as　in
On　the　high　hins　n6creature　stirs
or　they　cou1d　be　separated　by　anything　up　to　three　unstressed　sy1・
1ab1es，as　in
I　have　stiu　to　traveI　in　my　s6肚ary　b6at、
Thisgave　something　whichGerard　Man1ey　Hopkins（whom正had　not
then　read）caued，I　think，一sprung　rhythm’60）．
ウェイリーはしかしここではっきりホブキソズの名前を出しており、多読家
の彼が『クリスタベル』の序文を読んでいなかったとは考えられず、もしそ
れが自分の詩法により近いと考えたならばそれにも言及するはずである。少
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なくとも彼の意識としては、自分の詩法はホプキソズのと同様だと考えてい
た。また、ウェイリーの中国詩訳は、能の訳とは異なり原文により忠実であっ
たが、英詩としてはかなり自由な形式で、『クリスタベル』のように、はっき
りした一定のリズムの中にまれに変奏が組み込まれるという様式とは趣きを
異にする。ウェイリーは、R．フラーとの対談でホプキソズの詩法の能の翻訳
への影響を述べた直後に次の様に言っている。
Wa1ey：．．．I　d㎝’t　thi欣they　had　any　inf1ue㏄e㎝the　translati㎝s
from　Chinese61〕．
また、対談の始めの方で、自分のsprmg　rhyt㎞は中国詩を訳している際に
自然にでき上がってきたものであるとも述べている。
　つまり、ウェイリーは中国詩の訳にもspmngrhythmなるものを使用して
はいるが、これはウェイリーが独自に翻訳過程を通して創り出したもので、
ホプキソズとは関係ない。ただし、日本の能の翻訳に際しては、ホプキソズ
を特に意識して詩を作ったという事になろう。
　さて、ウェイリーは「より人は今ぞ寄りくる長濱の藍毛の駒に手綱ゆりか
げ」と巫女の唱える梓歌をどの様にsprmgrhythmを使用して訳しているだ
ろうか。
Y6u　wh6m　I　c釧
H61d16ose　the　rεins
On　your　gr6y　co1t’s　n6ck
As　you　g身11op　to　m6
0ver　the16ng　s歪nds！62） （アクセソト符筆老）
基本となっているのは強弱3歩格である。各行の最初と最後の音節に必ず強
勢が来て、問の非強勢音が脱落している所が3箇所ある。しかし、直前の強
勢Youとholdはいずれも長母音であり、Iongは短母音といっても後ろの子
音〔o〕の影響で重く長い感じがする。従って前に引用した。
This　of　coursc　puts　a　Iot　of　emphasis　on　the　stressed　words　and　has
to　be　sure　that　the　sense　and　a1so　the　vowel　quaIity　of　the　words　are
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capab1e　of　ca耐ying　so　much　emphasis63）．
というウェイリーの方針に副っている。［yむ：］、［h6：m］、［1d：s］の［u：］
という長母音の低く延びる音が重なる内に「灰色の馬」に乗った霊は重い単
調なリズムに乗って長い浜を跳ねながら梓弓の弦の音に呼び寄せられて来
る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　註
1）翻訳された曲目、言語、訳者に関しては、森安達也「謡曲翻訳の問題（その1）」
　　『教養学科紀要』東大教養学部教養学科1971、及び、Roy　E．Tee1e，Traηs1a－
　　tionsof　NohPIays’，Co閉ヵ舳α肋θ〃伽η肋？，UniversityofOregon，1957Fa11
　　に詳述されている。
2）I，Morrised、，肋ψ軌幽9加伽〃o舳工αゴ〃∫一ル〃卿6励o〃α〃
　　A〃肋o！o醐ぴA肋〃…α伽，Creative　Arts　Book　Company，1981p．140．
3）　ibid、，p．14L
4）中村真一郎「老碩学と英文壇ゴ国際文化3！47号1966．9p．8．
5）A．Wa1ey　tr．，τ加〃o　P伽sぴ〃α〃，GeorgeA11en＆Unwin，1921．以下No
　　P伽sと略記。1976年のTuttle版については、No1〕伽s（丁雌1e）と略記。
6）Roy　E．Teek，一Formal　and　Linguist｛c　Problems　in　Translating　a　Noh　Play’，
　　∫〃”θ∫加λ∫加，University　of　Nebraska　Press1963．
7）リチャード。エマート「外国語による能の試み」『文学』王983．7Vo1．5ユ。
8）L　Morris　ed．，op．cit．，p．！42．
9）〃o〃〃s（Tutt1e），p．17．
！0）　I．Morris　ed．，op．c派．，PP．376－377．
11）　ibid．，p．！59．
12）　No　PZαツs，P．52．
13）　ibid．，p．55．
14）I．Morris　ed．，op．cit、，p．59．
15）　1Vo　PZαツs，P．229，
16）ウェイリーが狂言の翻訳に使用したテキストは、古谷知新識校訂『狂言全集』
　　国民文庫刊行会　明治43年である事が、巻末の書誌に一Kyog㎝Zenshu：Com－
　　plete　Co1lection　of　Farces，19！0’と記してある事と、〃o〃螂p．299の脚注
　　に｛Kyogen　Zenshu　p．541’とありこの頁が上記の本の頁と一致する事から知
　　られる。
17）1Vo〃⑳s（Tuttle），p．21．
18）No1〕伽∫p，179の脚注によって、ウェイリーは博文館版の『源氏物語』を読
一78
　　んでいた事が分かる。また、A．Waleytr．，τ加〃8ぴα〃，GeorgeA11en＆
　　Unwin　Vo1．II　1933（1926初版）のp．36－Note　on　the　text’において、使用
　　した主なテキストは1914年版の博文館源氏であると述べている。他に北村季
　　吟の『湖月抄』を使用していた事が、斉藤勇「ArthurWaleyを悼む」『英語英
　　年』1966．9、矢代幸雄「ウェーレーの思い出」『国際文化』！47号1966．9の記
　　事で知られている。さらに、このnOteに引用されている夕顔巻の物怪の言葉
　　がウェイリー訳の『源氏物語』の言葉と大幅に異なるので、この時点では重だ
　　本格的な源氏翻訳に取掛かっていなかったという事が想像される。
19）荻野恒一『嫉妬の構造3紀伊国屋書店、1983．
20）しかし、ウェイリーは1925年から1933年にかけて『源氏物語3の名訳を世に
　　出す事によってこの上もない本説をAoゴ〃oωθに提供する妻となった。
2！）0肋〃肋g榊z〃〃o〃αひ　以下OEDと略記。
22）大和田建樹『謡曲評釈』博文館、明治40年。以下『評釈3と略記。内容につい
　　ては次章1に詳述。
23）正田章次郎画雨谷幹一『能楽大辞典』吉川弘文館、明治41年。以下『大辞典』
　　と略記。本文部、術語部、解説部に分かれ、附録の図画部には面、衣裳、小道
　　具、作物の図録が載っている。
24）Short　Bib1iography（以下SBと略記）には吉田東伍の『世阿弥十六部集3が
　　挙げられている。
25）　ハ1o　P～αツs，P．！8！．
26）大和田建樹『能の粟3博文館、明治36年（全6巻）。
27）1bid．，第4巻p．51．
28）芳賀矢一画佐々木信綱竈謡曲叢書』博文館、大正3年。以下『叢書3と略記。
29）しかし『初雪』だけは『評釈』と『叢書』のテキストが大幅に異なり、ウェイ
　　リー訳はぼ評釈』のものと一致している。また『大辞典3のテキストとも一致
　　しているが、冒頭のギ女六の宮一がNyorokuとなっていて『評釈』の読みと
　　一致しているため、この点もウェイリーが『評釈』を主にテキストとして使用
　　した証左となる。
30）　」Vo　PZαツs，PP．32－33．
31）　ibid．，p．33．
32）　ibid．，p．181．
33）　『評釈』、第七輯、p．50．
34）　『大和英辞典』研究杜。
35）『広辞苑』。
36）　No　PZαツs，P．18！．
37）OED．
一79一
38）　1Vo　P～αツs，P．！81．
39）O耳D．
40）　ibid．
41）　ibid．
42）　量bid，
43）柳田国男「巫女考」㌘定本柳田国男集』第9巻　筑摩書房、昭和44年。
44）Amotated　by　S．Ichikawa，T．Mine，〃α伽肋，研究杜シェークスピア叢書
　　昭和58年　p．66．
45）　『評釈』、第七輯、pp．50－5！。
46）Encyc1opedia　Britamica，1982．以下EBと略記。
47）Margaret　A．Murray，τ加榊たん一C〃〃肋榊θ∫加プ〃E〃oμ，Oxford　Paper－
　　backs，1962．
48）　ibid．，preface．
49）NoP伽s，P，181．
50）『能の栗』、第4巻p．51．
51）　1Vo　PZαツs，PP，181－182．
52）　ibid．，p．33．
53）I．Morris　ed．，op．cit．，pp．136－137．
54）　ibid．，p．！44．
55）T．S．Eliot，’A　Note　on　Hopkins’，M．Bottral　ed．，α〃〃〃伽／θツHo批加ポ
　　Poθ舳，Macminan，1975．
56）I，Morris　ed．，op．cit．，pp．72－73、フラーの引用部分はモリスの脚注によれぼ未
　　出版の論文の抜粋である。
57）　ibid、，p．33．
58）森亮け一サ刈ウェイリーの中国詩賦英訳」『比較文学研究』27号、1974．11．
　　P．23．
59）コウルリヂ『クリスタベル』（解説注釈：斉藤勇）研究杜小英文叢書　昭和57年
　　P．2．
60）I．Morris　ed、，op．cit．，p．158，
61）　ibid．，p．1垂4．
62）　1Vo　PZαツs，P．182．
63）53）を見よ。
一80一
